
平成２１年９月２日判決言渡　同日判決原本領収　裁判所書記官
平成２１年（ハ）第７４７号　損害賠償等（交通）請求事件
口頭弁論終結日　平成２１年８月５日

判決

　　　住所（略）
　　　　　　原　　　　　　　告　　　　　○○　○○
　　　住所（略）
　　　　　　被　　　　　　　告　　　　　●●　●●
　　　　　　訴訟代理人弁護士　　　　　　●●　●●

　　　　　　　　　　　　主　　　　　　　　　　　文
　１　被告は，原告に対し，２５万７１９５円及びこれに対する平成２１年２月２
　　２日から支払い済みまで年５パーセントの割合による金員を支払え。
　２　原告のその余の請求を棄却する。
　３　訴訟費用は，これを１０分し，その２を原告の，その余を被告の負担とする。
　４　この判決は，第１項に限り，仮に執行することができる。

　　　　　　　　　　　　事　実　及　び　理　由
第１　請求の趣旨
　　　被告は，原告に対し，３３万０１４５円及びこれに対する平成２１年２月２
　　２日から支払い済みまで年５パーセントの割合による金員を支払え。
第２　事案の概要
　１　請求の原因の要旨
　　　平成２１年２月２２日午前１０時５７分頃，●●市●●路上において，
　　原告が所有し運転する普通乗用自動車（以下「甲車」
　　という｡）と被告が運転する普通乗用自動車（以下「乙車」という｡）が接触し，
　　甲車が破損するとの事故（以下「本件事故」という。）が発生した。原告は，
　　被告に対し，本件事故に基づき，不法行為による損害賠償として，３３万０１
　　４５円及び遅延損害金の支払いを求める。
　２　争点
　　　本件事故が発生したことについては争いがない。主要な争点は，原告の損害
　　額である。
第３　当裁判所の判断
　１　争いのない事実及び弁論の全趣旨によれば，甲車が片側２車線道路の追越車
　　線を走行してきたこと，乙車が反対方向の片側２車線の追越車線を走行してき
　　たこと，乙車が，本件事故地点直前で急に右に転把し，中央線を越えて甲車の
　　走行していた車線に進入したこと，このため，乙車の左側部が，右に転把し急
　　制動を掛けた甲車の左前部に接触したことが認められる。
　　　以上によれば，被告には，道路上を通行するに際し，自己の走行車線を守り
　　対向車線に進入することなく安全に車両を運転するべき注意義務に違反した過
　　失が認められる。
　２（１）甲車の修理費用が２３万円であること及び代車料が２万７１９５円であ
　　　ることに争いはない。
　　（２）証拠によれば，甲車の初度登録が平成１７年３月であること（甲５）及び



　　　走行キロ数が１万６７３３キロメートルであること（甲３）が認められ，ま
　　　た，本件事故により甲車の主要な骨格に著しいダメージが発生したと認める
　　　に足りる証拠はない。よって，本件で，原告の損害として評価損を認めるこ
　　　とは相当でなく，また，原告の損害として査定料及び郵便代相当額を認める
　　　ことは相当でない。
　３　以上から，原告の請求は，被告に対し，２５万７１９５円（２３万円十２万
　　７１９５円）及びこれに対する平成２１年２月２２日から支払い済みまで年５
　　パーセントの割合による金員の支払いを求める限度で理由がある。よって，主
　　文のとおり判決する。
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